
































































































































































































































生体認証 認　証　方　式 セキュリティ 精　度 価　格 認証時問
指静脈 搬の静脈パターン 高 高 低 短
指　紋 指の指紋 51コ 中 低 短
顔 顔の輸郭，目や鼻形および配置 中 低 中 長
虹　彩 目の虹彩（アイリス）の放射状の紋様 中 中 ll一高 長
’
e、、
．ノ
図8　指静脈認証装置（日立製作所　PC－KCAIOO）
7．指静脈認証による出席管理システム
7Aシステム設計および開発
　2008年度から新潟県南魚沼市の「株式会社システムサポート」と共同で，指静脈認証による出庸管
理システムの’設計および開発に箔手した。
　学生，教員，科目，曜限，履修登録等のマスタに関しては，すでに稼働している学生証による出席
管理システムで構築したロジックおよびデータベースをそのまま活用した。さらに指静脈認証用のソ
フトウエア開発ツール「日立セキュアBioAP工対応開発キットV1」を用いることで，指降脈認証技術
と出席管理システムとを連携させることが可能になった。
7．2実証実験
　2008年6月から小規摸編成の演習科目において実証実験を実施し，2008年度9月よ1），本学の情報
システム学科に在籍する全学生約750名を対象とした大規模な実証実験をスタートさせた。
7．2．1　家刀期登＄豪
　後期授業開始前のガイダンス時（9月ユ8日）に，学生に対し，本研究の目的，個人催報の扱いに関
する資料を配布し，口頭で説明した後，指静脈パターンの初期登録をおこなった。この初期登録は，
学生が認証装置に指を泄き，指静脈パターンを3回撮影し，画像登録をおこなう。学生1人の初期登
録に要する時問は，およそ45秒である。今回の初期登録では，登録用に4台のノートPC、確認用に
タッチパネルPC1台を使用した。
　学年ごとに実施されるガイダンスに並行し初期登録を笑施し，各学年約ユ90名の学生に対し約20分
で初期登録の作業が完了した。
7．2．2授業での出席確認
　指静脈認証による出席管理システムでは，履修登録名簿をもとに，科目ごとの履修マスタを作成し，
指静脈パターンの魚合先を決定する。
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　　図9　指静脈認証による出席状況
（2008年度後期開講科圏「生産企画と管理」）
　授業の中で出席確認は，学生が教室へ入室した時に認証装概に指を置くことで本人認証をし，認証
が完了するとPCの画而に氏名と入室時…刻が表示される。指を羅いてからPCの画面に表示されるま
でに要する時間，つまO出席を確認する時聞は，1人あた1）わずか1，2秒である。自分の出席をその
場で学生自身の目で確認できるのもこのシステムの特長である。また，出席の確認と同時に集計がお
こなわれるため，授業後の煩わしい集計作業は一切発生しない。
　これまで8名の教貝がこの指静脈による出席管理システムを授業や演習に導入し，2009年1月現
在，指静脈での出席確認数はのべ6，180名にのぼる。現在のところ，これだけの規模で指静脈認証によ
る出席管理を笑践している例は他にはない。
　図9には，指静脈認証による出席管理をおこなっている「生産企画と管理」の科目における出席状
況を示す．授業開始後の比較的早い段階では，ガイダンスを欠席し初期登録をおこなっていない学生
や，指静脈認証装置への指の置き方が不慣れでうまく認証できない例など，出席確認にかなりの時問
を要してしまう揚面もあった。しかし，履修登録・修正期間が；ISぎ，履修名簿が確定したころからは，
シス、テムも学生の動作も安定し，約200名の出席を，わずか10分ほどで終了することができるように
なった。
72．3効果
　指静脈認証によって出席を確認するため，他入（他の学生〉へのなり済ましが困難で，しかも不携
帯，忘却，紛失，破損等の心配もなく，学生本人を確実に瞬蒋に認証するため，’従来の方法にはない
出席管理の高い精度を実現させることができた。
　また，出席の確認と集計が同時に行われるため，授業後の煩わしい集計作業が発生しないだけでな
く，授業中に出席老数や出席者名を確認することも可能である。
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　さらに，学生の履修登録の確認不足で発生する科目の未登録学生を早期に発見することもできた。
これまでは，かなりの時間を経過したのちに発見もしくは学生自ち申し出るケースが多く，対応に苦
慮することも多かったが，履修登録名簿確定後すぐに未登録学生への指示が可能となった。
　今回の指静脈認証による出席管理システムの実証実験では，授業開始時刻にはほとんどの学生の出
席をとり終えるよう，教員は授業開始10分前には教室に入室し，PCと指瀞脈認証装置のセッティン
グをおこなっている。つまり，授業への出席状況を時問の単位まで記録するということは，学生のみ
ならず教貝への時間の管理も必然的に要求される。「入室時刻を記録する」ということと，「授業翻始
時刻前からすでに教員は教室に待機している」ことで，学生ひとりひとりの時間の意識と授業への恋
欲が向上しているように感じる。
　2008年度後期の「生産企画と管理」において，「指静脈認証による出席管理」に関するアンケートを
実施した。「①指静脈による出席管理をする授業としない授業を比較した場合自分自身の授業への取
組み姿勢には，どのような違いがありますか？」，「②指静脈による出席管理に関して，改善してほし
いことはありますか？」の自由記述式の2つの設問を用意した。図10に示すように，出席者208名の
うち，4入に1人の学生が「早目に入室する，遅刻をせずに出席をするという意識が向上した」と答え，
5人に1人の学生が，「必ず出席をするという意識が向上した。出席回数が多くなった」と答えた。「変
わらない」と答えた4割の学生のほとんどは，出席管理の有無にかかわらず遅刻や欠席はしないとい
う，比較的自己管理ができている学生と考えると，残りの6割の学生に対して，安易な理由による遅
刻や欠席を未然に防止効果が出ていることがうかがえる。また，図11に示すように，指静脈認証によ
る出席管理への改善要求としては，「指静脈認証装泄の増加」が4割，「混雑の解消」が3割と，短時
間で出席管理をおこなうために必要な機器類の整備が課題となっている。
早目に戦室に入室す6，遅剤をせずに出席をするという冠瞠が向上した．
轡ず出席をするという意斑が向上した．出席回赦が多くなった．
摂集への意欲が向上した．やる凱が出た、
友達に出席を輌めなくなった．
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図11指静脈認証による出席管理の改善要求
表4　「生産企画と管理」の出席率
年度・期 2007年度後期 2008年度後期
曜・限 金曜5限 金曜4限
対　　象 2年次生 2年次生
必修・選択 選　択 選　択
履修生数 131名 238名
出席確認方法 マークシート 指静脈認証
出席率 80．6％ 85．9％
　表3には2007年度と2008年度の「生産企画と管理」における出席率の変化を示す。マークシート
による出席管理をおこなっていた2007年度は，出席率が80．6％であるのに対し，指静脈認証による出
席管理を初めて実施した2008年度は履修生i数が1⑪7名増加したのにもかかわらず出席率は85．9％と
5．3ポイントも上昇したe「本人を確実に認証する」ことの効果の表れとみている。
　さらに，履修生の人数に左右されずに遅刻・欠席学生をも把握できることで，連続もしくは長期の
遅刻や欠席学生に対する指導や，必要に応じて学生相談等の学生支援へと引き継ぐことが可能となる。
特に，後者に関しては早い段階でのケアが重要になるため，出席情報を集約し，ある程度連続した欠
席が複数の科目にわたって確認された場合，具体的な支援策を講じる必要がある。対象学生を早期に
発見し，学生支援へと結びつけることで，退学等を未然に防止することにもつながる。
8．生体認証ゆえの宿命
指静脈認証を出席管理に応用することは，指静脈が生体情報ゆえの宿命ともいえるさまざまな違和
感を抱いてしまう現実とも向き合う必要がある。
8．1漏えい
　指静脈認証は，金融機関のATMのような高いセキュリティを要求される場面においても利用され
ており，本人を認証する技術としては非常に優れた認証技術である。それと同時に指静脈が本人しか
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持ち得ない不変的な生体憶報であるからこそ，いったん漏えいした場合は，甚大な被害を及ぼすこと
になりかねず，これが学生への不安要素にもなるe
　指静脈認証による出席管理システムの実施に当たっては，個人情報保護の観点からも，運用・管理・
保管方法等に関して，規定やガイドラインの整備を進め，周知徹底をはかる必要がある。今回の本学
における実証実験においても，個人情報の扱いに関する開発業者との契約，学生への説明と合意はも
ちろんのこと，教職員さらには学長のレベルまでの承認を得で実施してお1）　，事前に運用・管理体制
を明確にすることは本システムを稼働させるための必須かつ最重要事項である。
　技術的なことをいえぱ，指静脈認証では，指静脈パターンを復元できない形に変換して登録・照合
をおこなう新しい技術を採用しているため，サーバや通信路からの生体防報の漏えい防止機能が今ま
で以上に強イヒされているe
8．2誤解
　指静脈を使って本人を認証する際，指静脈認証装掻に指を挿入もしくはlit邑いて照合をおこなうが，
この動作が，指紋認証と誤解されやすく，さらには指紋認証のマイナスのイメージをそのまま引きずっ
てしまう傾向がある。
　指静脈認証は，肉眼では見えない指内部の瀞脈のパター一ンを認識するため，目に見える指表面の指
紋を認証する指紋認証とは全く異なっているにもかかわらず，「犯罪捜査につかわれてしまう」など，
あたかも指静脈パター一ン情報が独り歩きしてしまう印象を抱いてしまうのである。
　これには，①指静脈認証に関する正しい知識を提供する，②強制しない，という姿勢が必要である。
8．3温度差
　「そもそも大学として，本人しか持ち得ない不変的な生体情報を出席管理の道具として扱っていい
のか」という議論である。前述の「漏えい」や「誤解」といった指静脈認証技術そのものに抱く違和
感というよりはむしろ，生体情報の歴史的な扱われ方，使用された場面に起因するところが大きい。
　「新しい技術」や「新しい管理」は，違和感，あるいはある種の抵抗感を誘発しやすい。これに対
し，「強制」するのではさらなる違和感，抵抗感を招くことになり，真の問題の解決にはならない。正
しい知識により「調整」し，判断，選択の機会を与えることが解決への糸口となる。
9．おわりに
　履修生数に比例して増大する出席確認・集計の時間と労力は，出席管理を実施できる科目数履修
生数の制約を生んでいたeそこで，’これら制約を取ワ除き，学生そして教員にも使いやすい「擶1争脈
認証による出席管理システム」をi共同開発した。
　これまでの実証実験により，技術的な問題よりはむしろ，主観や先入観が生み出す誤解や温度差の
存在が浮き彫りになってきた。これに対し，いかに正しい知識を共有し，いかに判断・選択の機会を
与えるかが，新たなシステムを運用していく際の重要な課題であるe
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